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仇e-spin-fliplsingmodell),2)における criticalslowingdown2)n研究にはい
くつかの方法がある｡その一つは高 温展開法 2),3),Cあ｡,他 は 計算機 S血 lation に
ょるモンテ .カル｡法やぁる｡その 他 にも厳密な不等式 6),e7)dynamicscaling4)があ
るが,numericalな方法は上のこつである｡
最近R去czが dynamicscalinglaw5)を基礎として linearとnonlinearの critical
slowing down に対する関係式△e- △ n･e-β を導いた｡8) ここでAe, An･Cは
それぞれ Iinearとnonlinearの relaxationtire8)に関する臨界指数 紬 磁化の臨界
指数,すなわち
Te ～ 8-A ep Tn･p- 8-A n･P ,M～ (-)β
8 -号 - 1 ･C
これに対 して one-spin-fliplsingmodel で今までに得られた結果は,P-1/8の
2次元 Iattice上で高温展開法では△C～△n･L 2.02),9),モンテ ･カルロ法でもAe～





持つ系で厳密な結果 11)も scalingと同じである｡ P-1/2であるBethelatticeにつ
いて高温展開法を適用してもscalingとの一致が確められる｡12)私の計算では3次元
latticeでも高温展開法によ｡An･L 1.0 と なって, Y ahata3)による結果A8-1.4と
頗し合わせて同様のことがわかる (β～0.3)｡ したがって,one-spin-fliplsing
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